
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ルリア

アリス

ロマネスク

ステーシー

渇望

20

煉獄

10
ネクロマンサｰ

図書館

役割

反逆（配布）

あなたをこんな体に変えた"あいつ"について、ほんの少しだけ覚えている。 感謝を感じたりするものだろうか?"あいつ"にとって、明らかにあなたは玩具だったというのに。

整然と並ぶ本。ずらりと並んだ題名。読んでいく喜び、知っていく喜び。知識が価値でなく、価値が知識。 ぴったりと閉ざされ、静かなその場所が、かってはあなたの居場所だった。

何のために作られたのか。記憶の大部分を失った今でも思い出せることはある。 例えば自分の役割。自分を生み出した存在。この自我の元になった人物のこと。 それから、かつて自分たちが起こした戦争のこと。 与えられた役割に従ってたくさんの同胞を壊して、なおして、操って。この体はどれほど穢れているのだろうか。 こんな体のまま誰かのそばにいていいのだろうか。

あなたはあのときどちらについたのか。意思の無い人形としてネクロマンサｰと共にあったのか。 反逆……第一次代理戦争で0番台は二つに分かれつぶし合いをすることになった。 けれどどうしてそんなことになったのか、小さな火種は思い出せるのに、明確な原因はわからない。 兵器が自ら反逆することなんてあり得ないというのに、どうして。 あなたが思い出せるのは03番が途中から姿を消していたということだけ。 けれどそれに何の意味があるというのか。愛玩物【ドール】であるあなたにはわかるはずがないのだ。1 0 1

1 2 3

2 0 2

たからもの 依存 3

3

3

3

3

3

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

癒やし

円舞曲

時計仕掛け

肉の盾

庇う

のうみそ

めだま

あご

カンフー

よぶんなめ

ボイスエフェクト

こぶし

うで

かた

ワイヤーリール

たからもの

ほとけかずら

せぼね

はらわた

はらわた

あるびの

ほね

ほね

あし

オート

ラピッド

オート

ダメージ

ダメージ

オート

オート

アクション

オート

ジャッジ

ラピッド

アクション

ジャッジ

アクション

ラピッド

オート

ジャッジ

アクション

オート

オート

ジャッジ

アクション

アクション

ジャッジ

なし

1

なし

0

0

2

なし

1

2

2

1

4

3

0

1

1

3

3

1

効果参照

自身

効果参照

0～1

0～1

0

自身

0～1

0～2

0

0

自身

0～2

0

自身

0～1

自身

自身

0

姉妹からの対話判定+1

ターン終了まで攻撃判定-1

改造3パーツ取得

ダメージに付属する効果全てを打ち消す

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。１ターンに何度でも使用可

2

1

肉弾攻撃１

＋1

支援2

対象の姉妹と互いに対話判定

肉弾攻撃１

支援１

移動１

移動1

支援1か妨害1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

支援1

移動１

移動１

妨害１
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